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◆　特集では「震災と臨床検査」をテーマとした
座談会を掲載しています．東日本大震災，熊本地
震，能登半島地震の被災やその支援をご経験され
た 5 名の先生方にお集まりいただき，貴重な実体
験をもとに，BCP をはじめとする施設での備え，
卸業者や行政との連携体制の重要性，臨床検査技
師の役割など，多岐にわたって議論いただきまし
た．そのなかでは，特定の人員に負担が集中して
しまう被災時出勤体制の実情など，事前対策が難
しい現実的な問題も浮き彫りになっています．ご
自身の施設での災害対策，有事の際の対応につい
て，今一度考えるきっかけになれば幸いです．
 （湯本）
◆　7 月号の表紙はテンをお届けしました．8 月号
はアルプスを闊歩するロバです．
◆　舌下免疫療法をした知人の話を聞き，自分も
やってみようと思い立ち病院を訪れたところ，ア
レルギー検査の結果が必要とのことで，10 種類の
アレルゲン検査をしました．アレルギーがあると
わかっていたスギ・ヒノキ以外に，ハウスダスト，
ダニ，ネコにもあることが判明し，家は清潔に保
たなくてはならず，もうネコは飼えないのかと意
気消沈．他にもアレルゲンとなる物質があるのか
もしれませんが，これ以上 NG なものが増えるの
は恐ろしくもあり，今は検査をする勇気が出ませ
ん． （川岸）
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